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研究概要
人類の核活動により海洋に放出されたテクネチウム -99（99Tc、半減期 21 万年）は、その物理
化学的特性から長期にわたる環境・人体影響が危惧される重要核種である。しかし、99Tc はエ
ネルギーの低いβ線放出核種である上に環境中での存在量がわずかである。そのため、分析には
一試料あたり数十～数百リットルの海水を必要とし、非常に煩雑な化学分離法によるTc濃縮を
必要とする。また、定量分析に必須である「スパイク」も分析に利用しやすいものが存在してい
ない。このように重要核種でありながら放射線測定および質量分析のいずれにおいても測定が困
難である「難測定核種」の代表として、一般環境中の 99Tc はほぼ測定できていない状況となっ
ている。そこで本研究では、海水中に存在する核分裂生成核種 99Tc の簡便・迅速な精密定量法
を確立することを最終目的として課題に取り組む。さらに、簡便な測定が可能となる海水中の
99Tc を、海水循環トレーサーとして利用することも提案する。

2023 年度（第 55 回）倉田奨励金自然科学・工学研究部門

エネルギー・環境


